
取組後の感想

・手入れがなされず放置された人工林の
間伐を行うことができた。

取組のきっかけ・経緯

・手入れがなされず放置され、緊急に整
備が必要な人工林について、森林の公益
的機能を持続的に発揮させるため、間伐、
被害木の伐倒整理等を行った。

手入れがなされず放置され、緊急に整備が必要な
人工林について、間伐を行った事例
事業名 人工林健全化推進事業
市町名 広島市

今後の展開

・間伐後の人工林に対して、継続的に適
切な管理を行う必要がある。

取組の内容

・事業主体：広島市、林業事業体2団体
・実施場所：広島市内一円
・実施量：100.21ha
・事業費総額：43,865,920円
・実施期間：令和６年８月１日

～令和７年３月31日

¥

【間伐前】 【間伐後】



取組後の感想

【良かった点】

・間伐することにより人工林内の下層植生
が生育し、森林の公益的機能を備えた人
工林への育成が期待される。

【整備後】

取組のきっかけ・経緯

・森林の公益的機能を持続的に発揮させ
るため、手入れが不十分な人工林につい
て所有者と協議を行い、間伐を実施した。

人工林の手入れが不十分な森林の保全を図るた
め整備を行った事例
事業名 環境貢献林整備事業
市町名 三原市

今後の展開

・近年の豪雨災害の状況からも、手入れ
が不十分となっている人工林の整備を進
める。

・今後も森林組合を通して森林所有者へ
事業の利用を呼びかける。

取組の内容

・事業主体：三原市
・実施場所：三原市大和町・他
・業務委託先：賀茂地方森林組合
・業務量：1.6ha
・業務金額：917千円
・業務期間：令和７年３月１日

～令和７年３月27日

【整備前】



取組後の感想

【良かった点】

対象森林の水源涵養機能、土砂災害防止機
能及び生物多様性保全等の公益的機能を
回復し、継続的に発揮できるようになった。

取組のきっかけ・経緯

・手入れがなされず放置され、緊急に整備が
必要な人工林について、森林の公益的機能
を持続的に発揮させるため、間伐、被害木の
伐倒整理等を行った。

手入れがされていない人工林の整備による公益的
機能の発揮
事業名 環境貢献林整備事業
市町名 尾道市

今後の展開

・引き続き人工林健全化事業（過去１５年間
（保安林等については１０年間）に一度も森
林整備が行われていない人工林）を対象に
整備を行う。

取組の内容

・事業主体：尾道市
・実施場所：尾道市御調町市・大町ほか
・業務委託先：尾三地方森林組合
・業務量：森林整備2.25ha
・業務金額：1,035,000円
・業務期間：令和7年１月20日

      ～令和7年3月31日

【整備前】 【整備後】



取組後の感想

【良かった点】

・町広報誌へ施業箇所の募集を掲載したこと
により、事業要望だけではなく、自らが所有
する山林について関心を持たれた方からの
問い合わせが多くあった。

取組のきっかけ・経緯

・町内に森林を所有されている方からの要望
や、町広報誌による施業箇所の募集を行い、
人工林について整備を実施することとした。

人工林の公益的機能回復に取り組んだ事例
事業名 環境貢献林整備事業
市町名 世羅町

今後の展開

・近年の集中豪雨の状況に鑑み、今後も、長
年手入れのされていない人工林の整備を進
め、森林の持つ公益的機能の発揮を目指す。

取組の内容

・事業主体：世羅郡森林組合
・実施場所：町内31箇所
・業務委託先： ―
・業務量：20.20ha
・業務金額：11,825,300円
・業務期間：令和６年５月28日

～令和７年３月25日

【整備前】 【整備後】



取組後の感想

【良かった点】

・手入れがなされず放置された人工林を
整備し、下層植生を回復させる環境づくり
を行うことができた。

・当整備地の森林所有者（共有林）は周
辺にも森林をもっており、一帯の整備意
欲向上につながった。

【整備後】

取組のきっかけ・経緯

・手入れができず放置された森林（人工林）
の整備について、森林所有者から相談を
受け、本事業を実施することとなった。

人工林の間伐により下草の生える環境を整えた事例
事業名 環境貢献林整備事業
市町名 福山市

今後の展開

・公益的機能を持続的に発揮するために
継続して森林管理を行う必要がある。

取組の内容

・事業主体：広島県東部森林組合
・実施場所：福山市新市町
・業務量：0.78ha
・業務金額：329,160円
・実施期間：令和７年３月10日

～令和７年３月31日

【整備前】
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